
不  易 (第2号)●●。●。●。● 不  易 (第2号)

福
武
教
育
振
興
財
団
の
第
九
回

海
外
教
育
事
情
調
査
は
、
対
象
を

中
国
の
西
安
、
洛
陽
を
中
心
と
し

て
、
去
る
九
月
二
十
九
日
～
十
月

六
日
、
十
三
名
の
団
員
で
実
施
さ

れ
た
。

岡
山

・
上
海
便
が
就

航
し
て
、
調
査
団
に
と

っ
て
非
常
に
便
利
に
な

っ
た
。
今
回
の
調
査
訪

間
予
定
は
、
ま
す
、
西

安
で
は
陳
西
省
教
育
委

員
会
、
私
立
中
高
校
、

師
範
大
学
、
洛
陽
で
は

洛
陽
市
人
民
政
府
、
洛

陽
市
教
育
委
員
会
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
上
海

で
専
門
学
校
の
合
計
八

カ
所
で
あ
っ
た
。

西
安
の
高
新
第

一
中

学
は
、
「尊
師
、
愛
生
、

敬
業
、
篤
学
」
を
校
訓

に
、
三
高
（高
い
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
、
高
い
要
求
、

高
い
質
量
Ｉ

一新
（新
し
い
学
習
体

制
、
新
し
い
教
育
思
想
、
新
し
い

教
育
方
法
）を
教
育
理
念
と
し
て
、

素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
の
中
で
、

二
十

一
世
紀
に
適
応
で
き
る
人
材

の
育
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
。一

年
生
の
数
学
の
授
業
を
参
観

し
た
。
競
争
率
十
倍
の
難
関
を
突

破
し
て
き
た
生
徒
た
ち
だ
け
あ

っ

て
、
ど
の
顔
も
利
発
そ
う
で
目
が

輝
い
て
い
る
。
五
十
五
名
全
員
が

一
つ
に
な

っ
て
授
業
に
打
ち
込
ん

で
い
る
姿
に
は
胸
を
打
た
れ
た
。

洛
陽
市
直
第
二
幼
児
園
と
洛
陽

市
実
験
小
学
は
、
国
慶
節
の
体
国

に
も
か
か
わ
ら
す
、
我
々
の
た
め

に
学
校
園
を
開
い
た
ば
か
り
で
な

く
、
午
後
遅
い
到
着
だ

っ
た
の
に

大
勢
の
園
児
、
児
童
が
入
回
の
両

側
に
並
び
、
手
に
手
に
花
や
旗
を

振
り
な
が
ら

「歓
迎
歓
迎
熱
烈
歓

迎
」
の
大
合
唱
を
し
て
く
れ
た
。

こ
の
園
は
保
育
園
と
幼
稚
園
が

共
存
し
て
い
る
洛
陽
市
立
の
幼
児

園
で
、
中
国
で
は
両
親
と
も
働
く

の
が
当
た
り
前
な
の
で
、
園
で
朝
、

昼
、
夕
の
三
食
を
と
り
、
午
後
五

時
過
ぎ
に
親
が
迎
え
に
来
る
。

小
学
校
で
も
大
勢
の
児
童
の
歓

迎
の
大
合
唱
に
よ
る
出
迎
え
を
受

け
た
。
更
に
、
五
時
を
過
ぎ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
す
、
踊
り
、
歌
、

演
奏
、
書
画
の
製
作
な
ど
で
我
々

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
幼
児
園

で
も
小
学
校
で
も
、
子
供
た
ち
の

純
真
な
心
が
体
全
体
の
動
き
や
表

情
に
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
て
、
と

て
も
気
持
ち
良
く
感
じ
ら
れ
、　
一

生
懸
命
に
演
技
す
る
姿
に
接
し
て
目

が
う
る
む
ほ
ど
の
感
動
を
覚
え
た
。

上
海
で
は
商
業
会
計
学
校
を
訪

れ
た
。
中
学
卒
七
十
％
高
卒
三

十
％
合
計
五
千
名
が
在
学
す
る
国

立
の
マ
ン
モ
ス
専
門
学
校
で
あ
る
。

中
国
も
不
況
で
就
職
難
の
時
代
で

あ
り
、
就
職
の
た
め
の
資
格
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
専
問
学
校
の
人

気
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

広
告
デ
ザ
イ
ン
科
の
授
業
参
観

を
し
た
。
二
十
名
ほ
ど
が
実
に
真

剣
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
。

午
後
三
時
を
過
ぎ
て
、
下
校
前

に
六
十
名
ほ
ど
の
学
生
が
き
ち
ん

と
並
ん
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い

た
。
服
装
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
奇
異

な
姿
は
見
ら
れ
す
、
体
操
に
も
精

神
を
傾
け
て
い
る
様
子
が
よ
く
分

か
る
。
帰
り
に
門
で
見
送

っ
て
く

れ
た
女
子
学
生
の
表
情
も
と
て
も

良
か
っ
た
。
二
十

一
世
紀
の
中
国

を
担
う
青
少
年
の
姿
は
明
る
い
。

（須
賀
）

編

集

後

記

昨
年
九
月
七
日
、
福
武
文
化
振

興
財
団
は
岡
山
県
三
木
記
念
助
成

金
を
文
化
部
門
で
受
賞
し
た
。
平

成
八
年
の
財
団
創
設
後
、
地
域
の

文
化
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
業
績
が
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
で
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

る
。
教
育
振
興
財
団
と
共
に
、
岡

山
県
の
教
育

・
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
た
め
に
、
◆
後
も

一
層
の

努
力
を
続
け
る
所
存
で
あ
る
。

教
育
振
興
財
団
の
海
外
教
育
事

情
調
査
は
今
年
十
回
目
を
迎
え
、

新
た
な
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。
文

化
振
興
財
回
の
余
暇

・
生
涯
学
習

研
究
会
は
四
回
の
会
議
を
経
て
、

二
十

一
世
紀
の
余
暇
に
つ
い
て
実

の
あ
る
提
言
を
ま
と
め
つ
つ
あ
る
。

教
育
で
は
、
子
供
た
ち
の
良
き

成
育
の
た
め
に
地
道
な
努
力
を
重

ね
て
い
る
人
た
ち
を
、
文
化
で
は
、

身
近
な
生
活
に
直
結
し
た
現
代
文

化
、
歴
史
的
な
時
間
を
経
た
伝
統

文
化
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
、
発
展

に
渚
動
し
て
い
る
人
た
ち
を
、
◆

後
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
子
）

（題
字
は
谷
口
理
事
長
　
圭
ｅ

中国 (西安、洛陽、上海)訪問記

学、一年生の真剣な表情

洛陽市実験小学、児童と団員の合唱

上海商業会計学校、団員を見送る
女子学生の表情は明るい

第
督

獅
融
絡
任
勢
孵
頗
贈
呈
式

優
れ
た
教
育
的
業
績
を
挙
げ
た

個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る

「福
武

哲
彦
教
育
賞
」
の
本
年
度
贈
呈
式

は
昨
年
七
月
十
六
日
、
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
元
岡
山
市

教
育
委
員
長
の
赤
枝
郁
郎
氏
、
高

松
農
高
（高
畑
幸
彦
校
長
）、
岡
山

市
の

「古
都
の
子
供
を
育
て
る
会
」

（堀
木
力
推
進
委
員
長
）
の

一
人

・

三
団
体
に
、
谷
回
理
事
長
か
ら
賞

状
と
副
賞
（各
五
十
万
円
）の
目
録
、

記
念
メ
ダ
ル
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ

で
同
教
育
賞
の
受
賞
者
は
昭
和
六

十
二
年
の
創
設
以
来
十
六
人

・
三

十
団
体
と
な
っ
た
。

ま
た
、
保
育
所

、
幼
稚

園
、

小

。
中

・
高

・
特
殊
教
育
諸
学
校

及
び
専
問
学
校
等
に
お
い
て
、
教

育
の
内
容
、
方
法
、
及
び
教
材
開

発
等
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
実
践

的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人

や
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る

「教
育
研

究
助
成
」
三
十
八
件
、
学
校
園
の

図
書
館
を
利
用
し
た
教
育
活
動
の

振
興
を
目
的
と
す
る

「図
書
館
助

成
」
十
三
件
に
、
谷
□
理
事
長
か

ら
賞
状
と
助
成
金
（上
限
各
二
十
万

円
）の
目
録
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
に

渡
さ
れ
た
。
こ
れ
で
教
育
研
究
助

成
は
昭
和
六
十
二
年
の
創
設
以
来

三
百
五
十
九
件
と
な
り
、
昨
年
開

設
さ
れ
た
図
書
館
助
成
は
十
九
件

と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
学
校

園
に
対
し
て
図
書
を
贈
呈
し
て
い

た

「図
書
助
成
」
は
本
年
度
か
ら
図

書
の
充
実
も
含
め
た

「図
書
館
助

成
」
に

一
本
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

教
育
研
究
助
成

・
図
書
館
助
成

は
年
々
わ
く
を
広
げ
て
お
り
、
今

後
も
同
様
の
規
模
の
助
成
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
多
数
の
応
募
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

あいさ る谷口

表彰・助成受賞者全員、来賓と記念撮影

第
２
回
　
文
化
関
係
助
成
　
贈
呈
式

第2回文化関係助成贈呈式埋
も
れ
た
歴
史
や
文
化
の
堀
り

起
こ
し
、
伝
統
芸
能
の
継
承
発
展
、

演
劇
、
音
楽
、
福
祉
関
係
な
ど

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
渚

性
化
に
貢
献
し
て
い
る
団
体
を
支

援
す
る
目
的
の

「文
化
関
係
助
成
」

は
二
年
目
を
迎
え
、
本
年
度
贈
呈

式
が
昨
年
十
月
二
十
二
日
、
岡
山

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

本
年
度
は
文
化
活
動
、
調
査
研

究
の
二
部
門
に
つ
い
て
公
募
し
、

応
募
九
十
三
件
（前
年
度
六
十
四

件
）の
中
か
ら
文
化
活
動
部
門
三
十

九
団
体
（同
二
十
団
体
）と
調
査
研

究
部
門
八
団
体
、
二
個
人
（同
八
団

体
）の
計
四
十
九
件
を
選
び
、
谷
口

理
事
長
か
ら
賞
状
、
助
成
金
（上
限

各
二
十
万
円
）の
目
録
が
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
者
に
渡
さ
れ
た
。

文
化
関
係
助
成
は
、
平
成
八
年

に
設
立
さ
れ
た
福
武
文
化
振
興
財

団
が
、
岡
山
県
の
地
域
文
化
の
振

興
を
目
的
と
し
て
行

っ
て
い
る
事

業
で
、
社
会
人
で
構
成
す
る
グ
ル

ー
プ
や
団
体
（調
査
研
究
で
は
個
人

も
）を
対
象
と
す
る
。
県
内
各
地
域

で
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
人

た
ち
を
援
助
す
る
も
の
で
、
内
容

は
様
々
で
あ
る
。
今
後
は
伝
統
文

化
の
振
興
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、

広
く
現
代
文
化
に
も
目
を
向
け
て

い
く
。

呈の
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福
武
教
育
振
興
財
団
の
事
業
で

あ
る
教
育
研
究
助
成

・
図
書
館
助

成
の
成
果
報
告
会
は
昨
年
十

一
月

二
十
八
日
（土
）に
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
約
七

十
名
。
こ
の
会
は
、
平
成
九
年
度

に
助
成
し
た
研
究
者

（教
育
研
究

助
成
二
十

一
件
、
図
書
館
助
成
六

件
）
が

一
年
間
研
究
し
て
き
た
成

果
を
発
表
す
る
も
の
で
、
◆
回
で

第
十

一
回
目
。

前
回
と
同
様
、
パ
ソ
コ
ン
や
０

Ｈ
Ｐ
な
ど
の
機
器
を
駆
使
し
て
の

発
表
で
あ

っ
た
。
更
に
今
回
は
早

島
町
立
早
島
小
学
校
の
協
力
を
得

て
機
器
類
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
教
材
提
示
装
置
も
使
う

こ
と
が
で
き
、
発
表
の
方
法
に
幅

が
広
が

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
早
島
小
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

発
表
者
は
当
日
の
報
告
順
に
次

の
と
お
り
。
（学
校
名
は
略
）

―
開
成
小
（岡
山
）

柴
田
麻

子

・
小
森
乃
利
子
教
諭
。
２
岡
大

教
育
学
部
附
中
　
大
月

一
泰
教
諭
。

３
川
画
小
（矢
掛
）

清
水
誠

一
教

諭
。
４
県
立
岡
山
東
商
高
　
士
口
田

信

。
今
滝
晃

一
教
諭
。
５
郷
内
中

（倉
敷
）

余
伝
宏
教
頭

・
総
社
西

小
（総
社
）

糸
島
耕
太
郎
教
諭

・

県
立
高
松
農
高
　
廣
谷
真
治
教
諭
、

の
九
名
の
先
生
に
よ
る
五
報
告
。

報
告
さ
れ
た
テ
ー
マ
は

「郷
土
づ

く
り
」
か
ら

「進
路
指
導
の
問
題
」

ま
で
多
彩
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研

究
の
進
め
方
も
学
校
ぐ
る
み
で
取

り
組
ん
で
い
た
り
、
違
う
校
種
の

先
生
方
が
協
同
で
研
究
す
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「発
表
の
出
し

方
等
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
利
用
し

て
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。」
、
「何
年

も
続
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

だ
け
に
そ
の
努
力
の
過
程
が
よ
く

分
か
り
、
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。」

と
の
声
が
あ
っ
た
。

発
表
後
に
、
教
育
研
究
助
成
審

査
委
員
長
の
高
旗
正
人
教
授
（岡
山

大
学
教
育
学
部
）か
ら

「よ
く
整
理

さ
れ
た
良
い
発
表
が
多
か

っ
た
。

年
々
レ
ベ
ル
は
上
が

っ
て
い
る
。」

と
の
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

一
年
間
の
先
生
方
の
研
究
成
果

が
、
今
後
幼
児

・
児
童

・
生
徒
の

学
習
に
活
用
さ
れ
、
さ
ら
に
花
が

開
く
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。
（岡
田
）

十
二
月
十

八

日

（
金

）
。

暑
い
ぐ
ら
い

の
陽
気
。
こ

の
日
、
都
窪

郡
早
島
町
立

早
島
小
学
校

を
訪
間
さ
せ

て
い
た
だ
い

た
。早

島
小
の

指
導
の
重
点
の

一
つ
で
あ
る

「郷

土
理
解
と
国
際
理
解
を
深
め
る
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
武
泰
稔
校
長

先
生
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

「何
か
を
核
に
し
て
、
学
校
を

渚
性
化
さ
せ
よ
う
と
の
思
い
か
ら

本
校
は
国
際
理
解
教
育
を
柱
と
し

て
い
る
。
世
界
に
目
を
む
け
る
こ

と
は
大
切
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
す
、
同
時
に

郷
土
を
愛
す
る
心
も
育
て
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
し
た
外

国
の
方
と
早
島
小
教
諭
に
よ
る
Ｔ

Ｔ
（テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）を
実

践
し
て
い
る
。
外
国
人
を
呼
ぶ
こ

と
に
よ
り
効
果
的
な
学
習
が
で
き

る
。」
と
の
説
明
を
受
け
た
。

例
え
ば
、
五
年
生
の
社
会
科
の

時
間
で
、
タ
イ
か
ら
日
本

へ
木
材

を
輸
入
す
る
内
容
を
学
ぶ
単
元
で

は
、
岡
山
大
学
農
学
部
の
タ
イ
留

学
生
を
呼
び
、
伐
採
さ
れ
た
後
の

自
然
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
六
年

生
の
社
会
科
の
授
業
で
は
、
加
計

学
園
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
デ
ィ
ビ
ッ

ト

・
Ｍ

・
キ
ン
ブ
ル
氏
を
招
き
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
＝
写
真
は

一
場
面
。

徹
底
さ
れ
た
指
導
方
針
の
も
と
、

恵
ま
れ
た
施
設
で
学
び
、
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
児
童
が
う
ら
や
ま
し

い
限
り
で
あ
る
。
更
に
、
武
校
長

先
生
が

「本
校
の
教
諭
は
皆
、
意

欲
的
で
熱
心
な
先
生
ば
か
り
で
す

よ
。」
と
う
れ
し
そ
う
に
お
話
し
し

て
く
だ
さ
っ
た
姿
が
印
象
に
残

っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
田
）

第
■
回

教
育
研
究
助
成
・図
書
館
助
成

助

成

成

果

報

告

会

講評する審査委員長高旗教授

がんばつてま「す ! | ―|
早島町立早島小学校
― 校長 武 泰稔 ti
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鬱
者鼠

）
撃

畑

ア

タ卜ヽ
　
　
　
　
年

曲
脚
秘 文

化
関
係
助
成
（

第
１
回

福
武
文
化
振
興
財
団
の
事
業
で

あ
る
文
化
活
動
助
成
の
成
果
報
告

会
が
、
昨
年
十

一
月
二
十
六
日
に

岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

約
百
三
十
名
が
参
加
し
た
。
当
財

団
は
平
成
九
年
度
か
ら
助
成
を
始

め
た
た
め
、
今
回
が
第

一
回
目
の

開
催
と
な
る
。

平
成
九
年
度
助
成
を
受
け
た
の

は
、
文
化
渚
動
二
十
団
体
、
調
査

研
究
九
団
体
。
報
告
会
は
、
活
動

し
て
き
た
成
果
を
た
く
さ
ん
の
人

に
知

っ
て
も
ら
え
る
絶
好
の
機
会

と
あ

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
団
体
が

文
化
活
動

調
査
研
究

ー

発
表
を
希
望
し
た
が
、
時
間
の
関

係
で
発
表
を
六
団
体
が
、
展
示
を

六
団
体
が
行

っ
た
。

発
表
の
持
ち
時
間
は
約
二
十
分

で
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
ビ
デ
オ
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
映
像
を
映
し
出
し
な
が

ら
の
説
明
か
ら
、
レ
ジ

ュ
メ
を
用

い
た
報
告
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工

夫
を
こ
ら
し
た
方
法
で
の
発
表
と

な
っ
た
。
ど
の
団
体
も
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
て
聴
衆
を
お
お
い
に
わ

か
せ
て
い
た
が
、
途
中
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
た
り
、

か
す
り
の
着
物
に
姉
さ
ん
か
ｄ
り

の
女
性
が
踊
り
の
所
作
を
披
露
す

る
な
ど
、
い
か
に
も
文
化
ら
し
く

華
や
か
な
会
と
な
っ
た
。

発
表
を
行

っ
た
団
体
は
次
の
と

お
り
、
「鳥
羽
踊
り
保
存
会
」
「緑

の
共
和
国
合
唱
団
」
「岡
山
ポ
リ
フ

ォ
二
十
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
「ゴ
ザ
織

り
唄
を
唄
お
う
会
」
「岡
山
要
約
筆

記
ク
ラ
ブ
」
「古
代
吉
備
国
を
語
る

△
Ａ
」
。展

示
は
、
人
物
の
足
跡
を
写
真

で
た
ど

っ
た
り
、
活
動
の
内
容
を

大
型
の
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
も
の
や

壁
新
聞
な
ど
、
各
団
体
の
特
色
を

生
か
し
た
も
の
が
出
品
さ
れ
た
。

ま
た
、
実
際
に
手
に
取

っ
て
見
る

こ
と
の
で
き
る
用
子
も
あ

っ
て
、

好
評
だ
っ
た
。

展
示
を
行

っ
た
団
体
は
次
の
通

り
、
「お
か
や
ま
ア
ー
ト
フ
ア
ー
ム
」

「大
富
を
考
え
る
会
」
界
口
西
牧
水

顕
彰
会
」
「未
来
オ
ペ
ラ
集
団
ト
ロ

ヴ
ァ
ト
ー
リ
岡
山
」
堅
口備
路
芍
薬

の
会
」
謂
ヨ
舟
を
語
る
会
」
。
な
お

習
フ
ン
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
岡
山
」
は
、

平
成
九
年
度
の
助
成
団
体
に
対
し

て
く
わ
し
い
資
料
を
配
付
し
た
。

会
の
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
、
目

瀬
審
査
委
員
長

（美
作
女
子
大
学

長
）
か
ら
、
「全
体
と
し
て
、
渚
動

の
グ
レ
ー
ド
が
上
に
上
が
り
、
活

動
の
輪
が
横
に
広
が

っ
て
い
て
、

助
成
の
効
果
が
あ

っ
た
こ
と
が
は

っ
き
り
と
分
か
る
。」
と
の
講
評
を

い
た
だ
い
た
。

平
成
十
年
度
の
助
成
者
は
、
「た

い
へ
ん
参
考
に
な

っ
た
。
来
年
は

是
非
発
表
を
し
た
い
。」
と
早
く
も

こ
ん
に
ち
は
１
・
ｉ

み
の
ま
ち
づ
ぐ
ヶ
の
会

名
乗
り
を
あ
げ
て
い
た
。

す

っ
か
り
親
し
く
な

っ
た
助
成

者
同
志
が
別
れ
を
惜
し
む
姿
も
み

ら
れ
、
報
告
会
を
き
っ
か
け
に
さ

ら
に
輸
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
　

　

　

（佐
々
木
）

弦
楽
四
重
奏
と
フ
ル
ー
ト
の

「里

の
秋
」
が
演
奏
さ
れ
た
時
に
は
、

美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
会
場
の
人
々

の
笑
顔
が
重
な

っ
て
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
。

境
内
で
は
模
擬
店
も
お
お
に
ざ

わ
い
で
、
当
日
の
参
加
者
は
二
千

名
に
も
上

っ
た
そ
う
だ
。
代
表
者

の
服
部
さ
ん
が
、
「よ
か
っ
た
よ
。」

の

一
言
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
の

疲
れ
が
ふ
き
と
び
ま
す
と
言
わ
れ

た
の
が
心
に
残
る
。
こ
れ
か
ら
も

素
晴
ら
し
い
音
楽
祭
が
続
い
て
い

く
よ
う
願
い
な
が
ら
、
み
の
を
後

に
し
た
。
　
　
　
　
　
（佐
々
木
）

助

成

成

果

報

告

会

岡山ポリフォニーアンサンブルの報告

会
長
．
服
部

和
文

み
の
は
岡
山
市
街
地
か
ら
バ
ス

で
二
十
分
。
近
く
に
は
半
田
山
植

物
園
や
水
源
地
が
あ
り
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
内
に
大
学
を
二
つ
も
有
す
る

文
教
地
区
で
も
あ
る
。

十
月
三
十

一
日
、
「み
の
ま
ち
づ

く
り
の
会
」
主
催
の
音
楽
祭

「ダ

ィ
ス
キ
ミ
‐
ッ
９８
」
を
訪
れ
た
。

会
場
は
地
区
内
の
法
界
暁
と
い
う

お
寺
で
、
本
堂
を
見
上
げ
る
よ
う

に
配
置
さ
れ
た
舞
台
、
音
響
装
置

も
本
格
的
な
も
の
で
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
二
回
目
の
開
催
と
な
る
。

出
演
者
は
地
域
の
音
楽
愛
好
家

か
ら
子
ど
も
た
ち
、
ゲ
ス
ト
に
は

ネ
パ
ー
ル
の
古
典
音
楽
と
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
楽
し
い
。
中
で
も

ロビーの展示

ダイスキミーツ'98の会場風景
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